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立命館大学広報課    

立命館大学は、10 月 7 日（月）、2018 年ノーベル平和賞受賞者のデニ・ムクウェゲ医師に名誉

博士号を贈呈いたします。当日はデニ・ムクウェゲ医師が立命館大学衣笠キャンパスに来校、名誉

博士号贈呈式・記念講演会を開催いたします。 

 

デニ・ムクウェゲ医師は、1990 年代後半に母国の内戦が激化し、本人自身や家族が命の危険に

さらされる中、レイプ被害にあった女性の包括的なケアとともにレイプから女性を守るための活動に

注力してこられました。アフリカの内戦では、部族紛争において女性に対する性的虐待が戦略的武

器として駆使されている実態があります。そのためムクウェゲ氏は、レイプ被害からの女性の保護・ケ

アが、アフリカ地域における積極的な平和構築のために不可欠な活動であると位置づけておられま

す。また、アフリカにおける資源採掘産業の持続可能な発展のための規制強化、現場の女性や児

童労働の改善にも尽力されています。 

本学では、デニ・ムクウェゲ医師のこれらの取り組みが、アフリカにとどまらず人類の平和と民主主

義の進展に資する功績として捉え、名誉博士号の贈呈を決定しました。 

記 

【デニ・ムクウェゲ医師 名誉博士号贈呈式・記念講演会】 

日 時：2019 年 10 月 7 日（月）14:40～16:10（受付開始：14:00） 

場 所：立命館大学衣笠キャンパス 以学館 1 号ホール 

登壇者：デニ・ムクウェゲ医師 

      立命館大学長 仲谷善雄 

内 容：・仲谷善雄学長挨拶 

     ・「名誉博士号」贈呈 

     ・デニ・ムクウェゲ医師 記念講演会（予定：60 分） ※使用言語：日・英・仏語（同時通訳有） 

      タイトル「暴力のない世界の実現と女性の人権 ～SDGs の視点から」 

“Women rights, absence of violence in the context of SDGs” 

申込方法：WEB 申込（一般の方・先着 200 名） https://ssl.form-mailer.jp/fms/a9d145af634395 

その他：記念講演会終了後にデニ・ムクウェゲ医師と本学学生の懇談会を行います。 

メディアの方の参加も可能です。                                以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：名和・田中 

TEL.075-813-8300  http://www.ritsumei.ac.jp/ 

2018 年ノーベル平和賞受賞者 

コンゴ民主共和国のデニ・ムクウェゲ医師へ名誉博士号を贈呈 

贈呈式・記念講演会：2019 年 10 月 7 日（月）14:40～16:10 

場  所：立命館大学衣笠キャンパス 以学館 1 号ホール 

 

http://www.ritsumei.ac.jp/


別紙 

【デニ・ムクウェゲ医師 略歴】  

1955 年 3 月 1 日 コンゴ（当時）、ブカヴで生まれる。 

1977 年 ブルンジの首都ブジュンブラでブルンジ大学の医学生となる。 

1983 年 医師となり、レメラ病院に勤務。 

1984 年 フランス留学。 

1989 年 アンジェ大学（フランス）にて修士学位取得。産婦人科医としてザイール（当時）に帰国。 

1991 年 レメラ病院の責任者となる。 

1992 年 同病院の院長となる。 

1998 年 第二次コンゴ戦争勃発によりケニアに亡命。 

再入国後ブカヴにて拘束、政府の監視下に置かれる。 

1999 年 戦争被害に遭った女性の治療のためにパンジ病院を設立、診療を開始する。 

2002 年 パンジ病院が正式に開業される。 

2006 年 国連総会にて演説。 

2012 年 暗殺未遂事件に遭い、ヨーロッパ、アメリカへ一時亡命。 

2013 年 ブカヴに戻り、病院内で拘束された生活を送る。 

2015 年 ブリュッセル自由大学にて博士学位を取得。 

2016 年 初来日。自伝 Plaidoyer pour la vie（『すべては救済のために――デニ・ムクウェゲ自伝』

加藤かおり訳、あすなろ書房、2018 年）を出版。  

 

【主な受賞歴】 

 ・国連人権賞（2008 年） 

 ・レジオン・ドヌール勲章（2009 年） 

 ・ベルギー・ボードゥアン国王国際開発賞（2011 年） 

 ・ライト・ライブリフッド賞（2013 年） 

 ・稲盛倫理賞（ケースウエスタンリザーブ大学「倫理と叡智のための稲盛国際センター」2014 年） 

 ・クリントン・グローバルシチズン賞（2014 年） 

 ・サハロフ賞（2015 年） 

 ・ソウル平和賞（2016 年） 

 ・『TIME』誌 世界で最も影響力のある 100 人（2016 年） 

・African of the Year by Daily Trust（2009 年、2016 年、2018 年） 

 ・『Jeune Afrique』誌 最も影響力のあるアフリカ人（2017 年、2018 年） 

 ・ノーベル平和賞（2018 年） 

 

【名誉博士号について】 

立命館大学では、学術・文化または人類の進歩のために貢献し、本学に対して顕著な功績があ

ったと認められる方に贈呈しています。デニ・ムクウェゲ医師は 42 人目となります。 


